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（６） 体罰への対応
①体罰発生直後

応急処置の依頼，

体罰発生 側近者 生徒のけがの状況把握・保護者への連絡病院名を知らせ，

養護教諭 引率し，医師の治療を受けさせる。

医師の診断状況を校長へ連絡

学校長 市教育委員会 加害者の氏名，被害者の氏名報告とけがの状況報告。

教育事務所 双方からの事情確認状況報告。

県教育委員会 「いつ」・「どこで」・「どのように」・「回数」・

傷害の有無・程度・加害教師の体罰に対する考え・

それまでの指導等

誠意をもった対応

保護者 謝罪

後日詳しいことは説明に伺うことを述べる。

全職員 全職員の臨時招集・事故の説明（現段階）・他の生徒への影響を考え，

冷静な対応をとるために共通理解事項の確認・今後の対応窓口確認

②その後の対応

事実の報告と謝罪

学校長 保護者 ・体罰に至った経緯と原因

（加害者も一緒） ・学校が行った処置とこれ

からの対応

・被害生徒の対応について

・諸費用 ・その他

全職員 臨時職員会の開催・協議会

体罰に至った経緯と原因

日頃の生徒への人権教育について

体罰禁止の確認，校内指導体制の見直し

③その後の対応

市教育委員会 教育事務所 県教育委員会

報告書作成・提出・指導を受ける

誠意ある対応に心がける

学校長 被害生徒・保護者

信頼を回復するための指導

体罰を加えた職員

○被害児童生徒の心身回復への援助，保護者への信頼回復の

ための努力

○入院等における諸費用の対応


